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Ⅰ新技術の解説 

１ 要 旨  

  平成１０年度内に制定が予定されている特定ＪＡＳ制度では、地鶏肉生産の飼養基準が定められる。し

かし、経済性重視型高品質肉鶏であるふくしま赤しゃもは、増体、飼料要求率等の生産性を重視した場合、

４０羽／３．３㎡の密度でも飼養可能である。夏期については、密度を低くした方が増体が良くなる。  

（１）育成率  

 ふくしま赤しゃもは夏期、冬期ともに飼養密度を高めても（５０羽／ 3.3㎡）高い育成率となる。  （２）増体・

飼料要求率 

  高品質肉鶏は増体を生産性の指標とすることが多い。その場合、雄雌ともに高密度（５０羽／ 3.3㎡）で

飼養した場合は増体が悪くなるので、３０～４０羽／ 3.3㎡の密度で飼養する。夏期は密度を低くした方が増

体が良くなる傾向にある。飼料要求率は密度を高めると良くなる傾向にある。 

（３）裸背・キズ物発生率 

 夏期は雌に、冬期は雄に裸背の発生が多見られるが、商品価値に影響を与えるキズ物については飼養

密度との関係が見られない。 

 

２ 期待される効果  

  高品質肉鶏の生産性向上  

 

３ 適用範囲  

  ふくしま赤しゃもを生産する農家及び団体  

 

４ 普及上の留意点  

  飼養密度については、特定ＪＡＳにより地鶏としての認定を受ける場合は、飼養密度を３３羽／３．３㎡以

下とする。 

 

Ⅱ 具体的データ等 

 



 

Ⅲその他 
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